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「チェジュ平和祭2014」

数日前に、韓国のチェジュ島からメール
が送られて来ました。数年前からチェジュ
島に住みながら映画を作っている映画監
督の友人からでした。北海道をはじめ、日
本の何カ所かで 彼がつくった「クロンビ、
風が吹く」というドキュメンタリー映画が
上映されるようになったので、日本語の字
幕を少し見てほしいという内容でした。今
年の春に沖縄の市民グループのための上
映会が行われたようですが、 ９月１４日に
は北海道で、9 月 20 日から 10 月 3 日ま
では沖縄で一般劇場の特別上映会が予定
されているらしく、字幕をもう少しだけ繊
細に見てもらいたい、という依頼でした。
映画はまだ見ていませんが、映画の舞台に
なっている 「カンジョン・マウル（村）」な
ら「日韓青年平和の旅」という企画で、
2012 年日本と韓国の青年たちをつれて訪
ねたこともあり、大体の内容を知っている
ところから、小さな力でも貸すことにしま
した。しかし、少し 健康問題に異常が生じ
てしまい、対外的なことすべてを休むこと
にしている私が、この作業を断れず受け入
れるようになった最も大きな理由は、この
話しが持ち込まれた少し前に「チェジュ平
和祭 2014」の情報に接していたからです。
この二つの話しは全く関係のない方向か
ら私のところに届きましたが、私には一つ
につながるものだと考えられました。

二日前には、この平和祭の日本側の主催
者たちが朽木村に集まってプレイベント
を行ったという話しを聞いています。かの

有名な作家パールバック女史は友人宛の
手紙に「朝鮮の秋空を四つに折って手紙に
入れて送りたい」と書いたそうですが、平
和祭が行われる 10 月の韓国は、限りなく
深く美しい青空の季節です。コバルト色の
深い青空とチェジュ島のゆったりと流れ
ていく風景は、きっと平和を望んで集まっ
てくる人々の心を祝福し、今までに無かっ
た強い連帯感を経験させてくれるに違い
ありません。今回の平和祭はどのような人
たちが主催して、どういう形で行われるも
のだろうか、実は詳しい内容は私に分かり
ません。しかし、少しだけつかんだ情報か
ら測ってみると、日本と韓国の間に今まで
はあまり考えてこなかった新しい視点が
あり、「コミュニティ・共同体」に対する認
識とも通じるところがあるように思えま
す。

地域とグローカル化　　　.
（Glocalization）

最近「グローカル化（Glocalization）」と
いう言葉が注目されるようになりました。
これは「世界全体」のことを「地域」と同
時に考えて行こうとする最近の視点で、こ
こで言う「地域」という言葉は単なる「地
域社会」という意味だけではなく、地球と
いう単位から考えた時に、それぞれの部分
を「地域」と見なすという意味が含まれて
いるものだと思います。従って、アジア地
域、イスラム地域、東アジア地域などの表
現が可能となりますし、さらに言えば「韓
国地域」「日本地域」といった表現も可能だ
と受け止めてもよいかと思います。今は 東
アジア全体に異様で気味の悪い険悪な雰

囲気が漂っている時代ですが、こうした時
に国・国家という考え方でお互いを定義
づけるのではなく、少しばかり考え方をス
イッチして「地域」という発想から考えて
みると、どこかでお互いのいなか（故郷）が
聞きたくなるような気持ちになるかも知
れません。

私が取り組んできた「コミュニティ・共
同体」関連の連載は、こうした考え方を下
敷きにしたものでした。最近日本では、エ
コビレッジ、コレクティブ・ハウス、コー
ハウジング、シェア・ハウス、…ファミリ
−、トランジション・タウン、パーマ—カル
チャー、コミュニティ・デザイン・・・な
ど、共同体的な動きに対してこうした表現
が頻繁に使われるようになりました。これ
は上で言及したグローカル化という認識
とも通じるものだと考えられます。また、
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何度か紹介した韓国の「マウル共同体」と
いう言葉も同じようなものでしょう。各自
の置かれた社会環境や文化、歴史などは違
っていても、確かに「地域」と「世界全体」
を考えながら様々な実践・実験に取り組
もうとする人々が増え続けています。「ひ
な形」さえつくっておけば、次々と大量生
産ができるような取り組みではありませ
んので、強力な現象としては見えないかも
知れませんが、 優しく柔軟な模様で広がる
波紋のような実践があちらこちらから生
まれ出ています。 敢えて、画一的で強力な
現象を呼び起こす大量生産のような「判
型」を避け、限られた条件からそれぞれが
つくっていく多様な「もの」を認め合う。こ
うした姿勢こそ が「世界全体」を「地域」と
一緒に考える視点そのものをあらわすの
だと思います。

「クロンビ、風が吹く」

「チェジュ平和祭 2014」開催までには、
いろんな経緯があったと推測しますが、こ
こに至るには福島原子力発電所の事故が
決定的なきっかけになったのではないか
と思います。原発事故は日常に生きていた
私たちの原発に対する「安全神話」を一気
に崩し、皆が地球レベルで考えて行かなけ
ればならない課題を与えてくれました。ま
さに地域の問題が世界全体の問題となっ
た大きな出来事でした。当然「コミュニテ
ィ・共同体」に対する視野も拡大するよう
になったことは言うまでもありません。逆
説的ですが、原発問題は「危機」をもって

「地域」と「地域」が新しく連帯できるチャ
ンスを与えてくれたとも言えるでしょう。

「危機」や「危険」というものが必ずしも人
間の精神を疲弊させるものばかりではな
く「相互扶助」や「共同善」といったポジ
ティブな感覚を取り戻す場合もある、とい
う多くの事例もあらわれました。しかし、
私が最も注目した変化は、日本と韓国の間
に過去にはほとんど見ることが出来なか
った「地域」という感覚から出発する交流
の動きが目立つようになったということ
です。勝手な分析かも知れませんが、私は

「チェジュ平和祭 2014」も、こうした動き
の一連だと考えています。

最初に書いた話に戻りますが、私がなぜ
「チェジュ平和祭 2014」と映画の話しが一
つにつながると考えているのか、その理由
について少し書いてみたいと思います。

韓国では原発問題を考える際に、「反原
発」という標語と一緒に「反核」という言
葉をよく用います。これは 小出裕章さんも
絶えず指摘してきたように、原発問題の本
質には「核」の問題が潜んでいる、つまり
本質的に「核」の問題と切り離して語れな
いものだという認識からはじまるもので
す。したがって、原発問題は戦争や基地問
題などとも自然と繋がっていくため、その
認識を拡大させる「反核」という言葉を同
時に用いるということです。 というわけ
で、私にとっては「チェジュ平和祭 2014」
を考えると、現在チェジュ島に建設されて
いる海軍基地問題を思い浮かべないわけ
にはいきません。そして、基地反対を長年
戦ってきた小さな村と住民たち、そして多
くの支持者たちの話しをしないわけには
いきません。「クロンビ、風が吹く」という
映画は、チェジュに何年も住みながら、そ
うした人々と村、自然をカメラで綴ってき
た記録です。この話しは、チェジュ島の美
しい海岸にある小さな村、「カンジョン・
マウル（村）」から始まりました。

チェジュ島には韓国の内陸では見かけ
られない珍しい生きものや自然環境が多
く残されています。特に「カンジョン・マ
ウル」に面している海には軟珊瑚や絶滅の
危機に瀕した動植物が棲息していて、
2002 年にはユネスコが指定した生物圏保
存地域となりました。そして、この村の海
岸には「グロムビ」と呼ばれる溶岩で出来
た一枚岩の大きな岩場があり、長さ 1.2 キ
ロメートル、幅 250 メートルにもわたる
巨大で美しい自然環境をなしています。岩
と岩の間からは、年中絶えること無く水が

湧き出ている小さな湖のようなところが
あり、村の人たちはそこを聖なる場所とし
て考え共存してきました。

しかし、2007 年のある日、そこに海軍基
地を建設するという政府の計画が発表さ
れました。これは村の住民には知らされな
かった突然の出来事でした。最初は 95％
の住民たちが反対を表明し、多くの支持者
達が全国から集まるようになりました。し
かし約 6 年間続けられた彼らの戦いは、
2012 年の 7 月、村人たちが出した「国
防・軍事施設事業計画承認処分の無効訴
訟」に対する最高裁判所の判決が下り、結
局海軍基地建設は合法的に進められるよ
うになりました。クロンビを含むおおよそ
48 万㎡に相当する海軍基地となる予定で
す。 長い戦いの中で静かで平和な村だった

「カンジョン・マウル」 の村人同士はお互
いに反目しあうようになったという話し
が聞こえてきています。共同体が破壊され
た後遺症は未だに続いているようですが、
しかし、もう一方では新しい「希望」の動
きも生まれてきているようです。長年に渡
って「カンジョン・マウル」に行き来して
いた人々と村人が一緒になって、「平和」問
題を総合的に発信できる新しい拠点をつ
くっているという話しです。そのために
様々な形の「相互扶助」が日常に生きてい
るもう一つの共同性・共同体がつくられ
つつあるということでした。

しかし、こうしたすべての動きが、最初
から計画されていたものではなかったと
思います。何年も続いていた戦いの中で支
え合いながら、彼らは共に食べて共に寝起
きし、共に悲しんで 共に絶望したと思いま
す。そして、自然に辿りついたところに「平
和」と「助け合い」が待っていたというこ
とでしょう。「クロンビ、風が吹く」という
映画はこうした人々と村、岩や海に吹いて
いた「風」の記録です。 

最後に、静かで根強く平和の種を蒔き続
けている人々のために、 武者小路の詩を一
つ紹介したいと思います。

「皆が気がつかない処に、
宝をそっとうずめておこうね　
君！　
気がついたら　
喜んでくれるだろう」


